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　広告会社の調査によると2004年に国

内企業が使ったネット広告費の総額は対

前年比53％増の1,814 億円。ラジオを

初めて上回り、テレビ、新聞、雑誌に次

ぐ「第４の媒体」に躍り出た。（日本経

済新聞、2005年7月6日号）

　インターネット広告を牽引している

のがグーグルである。全くの初心者でも

自分のホームページをそのまま広告媒体

にできる「Google AdSense（グーグ

ル・アドセンス）」が話題をさらってい

る。サイトの運営者に関連性のある広告

を様々なサイズで自動的にグーグルが提

供する。表示される広告はサイトの訪問

者が探している情報、興味、などと関連

性を持ち、訪問者の広告クリック操作が

直ちにサイト運営者の収益の獲得につな

がるのである。

　さてグーグルという言葉は数学者ミル

トン・シロッタの造語だという「googol

（グーゴル）」に由来する。googol は 1

の後に0が百個つく数である。0が12

個で兆だから、googolの大きさは想像

を超える。このことの意味は大きい。

「グーグル」は始めから地球上の情報す

べてを対象にするというかれらの志（こ

ころざし）の大きさを表しているのだ。

グーグルのサービスの表示言語が35、

インターフェイス言語はなんと100以上

に達する（2005年7月11日現在）。主題

はまさに「地球」である。情報世界にお

ける地球ビジネスのクリエーターたちの

姿を追いかけてみよう。

　グーグルの共同創業者は、ラリー・ペ

イジとサーゲイ・ブリンである。彼らが

出会ったのは1995年、スタンフォード

大学においてであった。1995年は同じ

スタンフォード大学の大学院に在籍する

デービッド・ファイロとジェリー・ヤン

の二人が「ヤフー！」を設立し爆発的な

ブームを巻き起こした年だ。またこの年

に、ブラウザー革命でインターネット・

ビジネス普及の起爆剤の役割を果たした

「ネットスケープ」がウォール街に登場

した。

　ラリーとサーゲイのユニークな発想

はウェブの膨大なデータを検索する際

に「リンク分析」という方法に着眼した

点にある。「リンク」は言うまでもなく

ウェブのページ同士の繋がりであり、「リ

ンク分析」によってページ同士の繋がり

の総体を分析し、人気投票方式で各ペー

ジの重要度をランクづけしてゆく。その

際に、より人気の高いページによって支

持されているページほど高い重要度を与

えられる。こうした「ランクづけ」のや

り方こそグーグルのノウハウなのだ。

　1998年、グーグルの最初の「データ

センター」は学生寮内のラリーの居室の

一角におかれた。しかし、すぐにデータ

センターのコンピュータの拡張が必要に

なる。広いオフィスも必要だ。とりあえ

ず身内、友人、知人を中心に声をかけて

100万ドルの資金を集めて、1998年9月

7日「グーグル株式会社」が船出したの
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である。

　さて、スタンフォード大学は鉄道王

スタンフォードが設立した大学であ

り、シリコンバレーの仕掛け人はスタ

ンフォード大学そのものに他ならない。

スタンフォードにはキャピタリストの

DNAが息づいている。1999年6月7日、

キャピタリストたちが動いた。シリコ

ンバレーを代表するベンチャーキャピ

タルである2社、クライナー・パーキン

ス・コーフィールド＆バイヤーズとセコ

イア・キャピタルが2,500万ドルの資金

を用立てしたのである。彼らはサン・マ

イクロシステムズ、アマゾン、ヤフー！、

などを既に応援した実績を持つ。豊富

な資金を背景に本格的な人材開拓も始

まった。

　不思議なことにキャピタリストたち

が乗り出した途端に決定的なブレイクス

ルーが始まった。キーワードを標的にし

た広告プログラムの導入によって、新し

い収益源が育ち始めたのである。2000

年半ばにはついに黒字転換。創業から2

年足らず、構想の大きな事業としては超

特急の離陸である。

　検索型広告のビジネスモデルは非常に

わかりやすい。あいまいさが全くないの

である。ユーザーのおこすひとつひとつ

のアクションに意味を付与する（＝お金

が動く）のだから。黒字転換した2000

年に小さな広告主の参入を可能にする

「AdWords（アドワーズ）」が新たに導

入された。アドワーズはセルフサービス

よる米国エネルギー企業大手のユノカル

（チャック・ウイリアムスン・会長兼最

高経営責任者、本社はカリフォルニア州 

エル・セグンド）への買収提案が明らか

になった。今回買収のアドバイザーは

ゴールドマン・サックスと J.P.モルガ

ンである。買収提示額は196億ドル、ア

ドバイザーの報酬は3億ドルだという。

　ユノカルは、アフガニスタンのカルザ

イ大統領がかつてコンサルタントを務め

ていた企業で、現ブッシュ政権とも因縁

浅からぬ企業である。中国海洋石油は言

うまでもなく国営のエネルギー企業であ

り、今回の買収劇は国際政治も絡んだ地

球規模の取り引き（＝地球ビジネス）で

あることは疑いない。7月のライス国務

長官の訪中の主題は「北朝鮮問題」との

ことだが、一方ではブッシュ政権自体の

「ビジネス案件」である「ユノカル問題」

も取り上げた模様だ（ウォールストリー

トジャーナル電子版、2005年7月7日

号）。優等生の誉れ高いライス長官の仕

事ぶり。お見事という他はない。

　さて本題に戻ろう。グーグルの株価は

2005年の公開から順調に推移しており、

既に800億ドルを超えている。有力企業

との提携そして買収が進む。「地球上の

あらゆる情報を検索可能にする」こと

を使命に掲げるグーグルは既にオックス

フォード大学などの数千万冊規模の蔵書

のあらゆるページを撮影し、これをデジ

タル化する事業に着手していると伝えら

れる。「神」をも構想する地球ビジネス

の展開。相当に奥が深そうである。

（わかばやし・いっぺい）

型の広告プログラムで、クレジットカー

ドを使って数分で広告主が誕生する。

ユーザーの入力したキーワードに反応し

て、検索結果の目立つ場所に広告コピー

とリンク先が表示される。

　基本料金（初期開設費用）は500円で

あり、クリック単価は7円から、また広

告予算の上限設定もできる。つまり「507

円からできるインターネット広告」とい

うわけである。大きなメリットとして

グーグルの提携先である多くのポータル

サイトにも広告が登場する点を上げるこ

とができる。

　クリック単価を高く設定すれば掲載ラ

ンキングの上位を確保できる。しかし広

告予算は当然限られている。キーワード

の選択にはきめ細かいセンスも要求され

る。そこでアドワーズの利用術について

は専門書も登場している（例えば、小山

陽子著『アドワーズ道場』、2004年、イ

ンプレス）。シルク製品を売るインター

ネットショップで、月商が300～400

万円で月々のアドワーズ広告費用が1万

円程度という模範例も紹介されている。

　2000年6月、ヤフー！との提携発表。

続いて中国の代表的なポータルである

ネットイーズ、日本のビッグローブが

グーグルの採用を決めた。2001年には

携帯分野にも進出し、日本ではiモード

での利用も実現した。2003年にはブロ

グの最大手であるブロガー（Blogger）

の運営会社を買収している。

　ここで余談をひとつ。2005年6月22日、

中国海洋石油（略称CNOOC、傅成玉・

会長兼最高経営責任者、本社は北京）に

社内のミーティング風景
<http://www.google.com/> より

（本文掲載の会社名・製品名などの固有名詞は、各社の登録商標または商標です。）

●100以上のインターフェイス言語を持つ検索エンジン、グーグル
<http://www.google.com/>

●サン・マイクロシステムズやアマゾンも育てた
クライナー･パーキンス・コーフィールド＆バイヤーズ
<http://www.kpcb.com/>

●ヤフー！やシスコも育てたセコイア・キャピタル
<http://www.sequoiacap.com/>

関 連 情 報
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